
































A Study on improvement policy which 
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図 2 物流センターでの物流活動の内容 
 


































































図 4 ピッキング方法別の物流活動の内容の違い 
 










第 1 が、同一の物流センターから同一店舗へ、午前 1 回、午後 1 回のように、1 日に複
数回配送されている場合である。この方法は、小売店舗、特にコンビニエンスストアで実
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①ピストン輸送 ②ルート配送
 

















図 6 納品方法別の物流活動の違い 


















































































図 8 シミュレーション分析の考え方 
 
















図 9 シミュレーションモデル図 
 
 
図 10 納品回数 2 回の場合のシミュレーションモデル図 
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なお、今回対象としたセンターでは、1 店舗当たり 50 個の商品を納品することとした。
また、納品先数は、3店舗とし、1日 2回納品している。さらにピッキング作業と仕分け作
業については作業員数を 1人から 4人まで変更した。（表 1） 
 
（２）配送 
配送のシミュレーションでは、納品先の店舗数を 3店舗、納品回数を 1日 2回、使用車
両を 4t 車とし、1車両当たり最大で 150 個の商品が積載可能であると設定した。配送車両
の平均走行速度は、過去の調査結果から 15km/hr とする。また、物流センターと各納品先
の位置と、配送距離は、図 12 に示すとおりである。 
なお、配送先には、最短のルートで配送する。このとき、納品回数が 2回の場合の配送
ルートは、図 13 に示すとおり、ルート配送をする。一方、納品回数が 1回の場合の配送ルー










表 1 物流センター内作業の作業時間の設定 
設定した指標 トータルピッキング シングルピッキング 分布 
商品 1 個当たりの 
ピッキング作業時間 
30 秒/個 50 秒/個 一定 
商品 1 個当たりの 
仕分け作業時間 
10 秒/個 － 一定 
1 梱包当たりの 
梱包作業時間 
630 秒/梱包 630 秒/梱包 一定 
1 納品先当たりの 
積込作業時間 






















  ■：物流センター 
図 13 納品回数 2 回の場
合の配送ルート 
注：●：納品先 
  ■：物流センター 
図 14 納品回数が 1 回の
場合の配送ルート 
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表 2 納品回数別・配送ルート別の配送距離 
納品回数 ルート番号 配送距離 総配送距離 
2 回 ルート 1 40.0Km 80.0Km 
ルート 1 20.0Km 
ルート 2 28.3Km 1 回 




表 3 納品先での納品作業時間の設定 
設定した指標 従来 事前検品 建物内搬送委託 分布 
1 回当たりの 
荷降ろし作業時間 
40 秒/回 40 秒/回 40 秒/回 一定 
搬送 15 秒/回 15 秒/回 一定 
検品作業時間 
検品 5 秒/個 
－ 
5 秒/個 一定 
搬送 15 秒/回 30 秒/回 15 秒/回 一定 
棚入れ作業時間 






うちピッキング作業と仕分け作業の作業員数を 1人から 4人に変更し実施した。（表４） 
 








タイプ 1 トータル 2 回 従来 
タイプ 2 トータル 2 回 事前 
タイプ 3 トータル 2 回 委託 
タイプ 4 シングル 2 回 従来 
タイプ 5 シングル 2 回 事前 
タイプ 6 シングル 2 回 委託 
タイプ 7 トータル 1 回 従来 
タイプ 8 トータル 1 回 事前 
タイプ 9 トータル 1 回 委託 
タイプ 10 シングル 1 回 従来 
タイプ 11 シングル 1 回 事前 
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 1 名 2 名 3 名 4 名 
454.84 432.84 430.26 430.24 
タイプ 1 
100.00% 95.16% 94.60% 94.59% 
447.35 425.35 422.77 422.75 
タイプ 2 
98.35% 93.52% 92.95% 92.95% 
402.21 380.21 377.79 377.68 
タイプ 3 
88.43% 83.59% 83.06% 83.04% 
483.99 447.47 434.19 431.07 
タイプ 4 
106.41% 98.38% 95.46% 94.77% 
476.53 440.01 426.73 423.61 
タイプ 5 
104.77% 96.74% 93.82% 93.13% 
431.33 394.81 381.53 378.41 
タイプ 6 
94.83% 86.80% 83.88% 83.20% 
485.07 463.09 461.30 461.30 
タイプ 7 
106.65% 101.81% 101.42% 101.42% 
470.40 448.42 446.63 446.63 
タイプ 8 
103.42% 98.59% 98.20% 98.20% 
322.29 300.94 298.86 298.86 
タイプ 9 
70.86% 66.16% 65.71% 65.71% 
513.34 478.14 464.70 461.76 
タイプ 10
112.86% 105.12% 102.17% 101.52% 
498.67 463.47 450.04 447.09 
タイプ 11
109.64% 101.90% 98.94% 98.30% 
350.71 315.43 302.31 298.97 
タイプ 12
77.11% 69.35% 66.47% 65.73% 
注：上段の数字は、1 日の物流活動時間（分） 
下段の数字は、タイプ 1 の 1 名を 100%とした場合の、各タイ
プ別人数別の比率 
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６．結論 
 
本研究では、物流センターから納品先までの物流活動時間を短縮させるための、物流セ
ンター内の作業方法、配送方法および納品方法を明らかにすることを目的にシミュレー
ション分析をおこなった。 
その結果、今回設定した条件では、物流センター内作業のうち、ピッキング作業と仕分
け作業にかかわる作業員数は、各作業とも 2名が必要である。物流センター内でのピッキ
ング方法は、トータルピッキングでおこなう必要がある。配送と納品先での納品活動では、
物流活動時間を短くするためには、納品先での建物内の搬送活動を委託することが可能で
あれば、1日 1回が良く、納品先での建物内搬送活動の委託が実施できないのであれば、1
日 2回にすべきであることが明らかとなった。 
 
＜付記＞ 
本稿は、平成 19 年度専修大学個人研究助成「実態調査にもとづく倉庫から最終届け先ま
での物流活動の効率化の研究」による成果の一部である。 
